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Abstract: This paper is the first half of a report based on the results of a survey conducted of how elementary 
school students in Eniwa City have been exposed to the English language in and out of their schools during the 
past five years.  The survey was conducted through a questionnaire administered in classrooms by classroom 
teachers and under their supervision to a total number of 3,333 students during regular school hours at all public 
schools in the city including the eight elementary schools and five middle schools, from September through 
October 2009, with an exception of one school that administered the survey in early November due to some 
unavoidable circumstances caused by the H1N1 flu that affected and lowered the overall response rate of the 
survey.  The response rate (n=3,333) was 92.4%, but the valid responses constituted 68% of the total number 
(3,607) of the public school students from the 5th through 9th grades.  The survey was designed to find some 
differences between grade levels that are attributable to the shift of focus in English instruction in elementary 
school that has recently been mandated by the Ministry of Education, Culture, Sports, Science and Technology. 
More emphasis is now placed on fostering willingness in students to communicate with others rather than 
English proficiency itself.  The survey revealed that there are actually some differences between grade-level 
means in some of the answers provided by the students.  The present paper only highlights parts of the survey 
results and does not include thorough statistical analyses of the results and their implications, which are now 
under way and will be published at a later time.
はじめに
調査の背景
　2011（平成 23）年度から文部省の新指導要領が完全実施され、小学校 5 年生と 6 年生において、
週 1 回、年間 35 回の英語指導が必修化されることになる。英語指導は、これまでも総合的学習の一
環として行なわれてきた。2006 年（6 ～ 7 月）に実施された、全国 3,503 校の回答に基づく調査（ベ
ネッセ、2007a）によると、高学年では、半数近い 44.6％の小学校で年間 15 単位時間以上の指導が
行なわれていた（小学校の「１単位時間」は 45 分。以下、「時間」はすべて「単位時間」数を指す）。
その 3 年後、新指導要領の完全実施を 2 年先に控えた 2009 年度現在、全国 21,442 校のうち約 7 割
北海道文教大学外国語学部英米語コミュニケーション学科
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の小学校で年間 15 時間以上、5 割を超える小学校で 35 時間の英語指導が行われている（文部科学省、
2007a、2007b）。北海道でも、市町村によって差がある。札幌市では、約 40％の小学校で年間 35 時
間のカリキュラムが実施されている（秋山、2009）が、地元の恵庭市では、移行措置として、すべ








　今年度、2009 年 4 月に、筆者は、そうした責任を果たすための第一歩として、地元恵庭市の教育
委員会に「恵庭市小学校英語教育プログラム共同開発研究」を提案した。そして、共同研究の具体的
事業として、8 月に夏季セミナーを開催し、「小学校英語： 『必修』から『必須』科目への意識転換」
















隆史先生）の全面的な協力をいただき、英語指導を受けている市内の小学 5・6 年生と中学 1 ～ 3 年
生に対して全数調査を行った。残念ながら、新型インフルエンザなどの影響で、完全な全数調査はで
きなかったが、市内の小学５・６年生全 1,444 名の 94％にあたる 1,357 名と、市内の全中学生 2,163
名中の 91.4%にあたる 1,976 名、総計 3,333 名から回答を得ることができた。最終的な回答の回収率
は 92.4％であった。
２．調査方法































　前述の通り、恵庭市内の小学５・６年生全 1,444 名と、市内の全中学生 2,163 名を母集団として全
数調査を行い、小学 5・6 年生からは全体の 94％にあたる 1,357 人分の回答、中学 1 ～ 3 年生からは











全数 回答総数 回答率 無効・除外回答数 有効回答数 有効回答率
小 5・小 6 1,444 1,357 94% 287 1,070 74%
中 1 ～中 3 2,163 1,976 91.4% 593 1,383 63.9%




実施されているはずだが、数名（小 5 で 5 名、小






　全国 4,718 人の保護者を対象に行われた調査（ベネッセ、2007b）によると、2006 年の時点で、小
学校以外の場所で英語を学習している小学生の割合は、大都市（東京 23 区）で 22.4％、中都市（人
口 20 ～ 30 万の都市）で 21.1%、郡部（人口 1 ～ 2 万の町村）で 13.1％、全体で 18.8%（男女比では、
男子 16.2％、女子 21.4％）だった。学年別に見ると、5 年生が 16.7％、6 年生が 24％となっている。
　これを今回の恵庭市での調査結果と比較するために、ベネッセの全国調査が行われた 3 年前に小学
5・6 年生だった現在の中学 2・3 年生の恵庭市における平均を見てみると、当時小 5 の現中 2 生 (n=381)
の 30.2％、当時小 6 の現中 3 生（n=450）の 28.2％が、小学校時代に塾または英会話教室で英語を学
習していたと答えており、いずれの学年でも、3 年前の全国平均をかなり上回っている。一方、恵庭










































身小学校と学年が同じ回答者の数はいずれも 1 ～ 4 人以下で、1 クラス分には全く届かない。しかし、
無効回答として除外したデータを含めて集計し直すと、同一小学校出身の中学 1 年生 10 人が ｢日本









































　恵庭市の調査では、「3．英語の歌を歌ったり、身体を動かして遊んだ」に対して、小 5 で 83.3％、











順位 活動内容 項目番号 全体 小学生 中学生
1 先生が言ったように英語を繰り返し、発音のまねした 17 79.8 89.4 73.4
2 あいさつや自己紹介を英語でした 4 83.9 88.1 81.2
3 AET の先生など、外国人の先生と英語で話しをした 1 82.8 86.6 80.2
4 英語の歌を歌ったり、体を動かして遊んだ 3 81.4 85.5 78.7
5 CD の声にあわせて英語を言って、アクセントやリズムの練習をした 12 57.8 81.7 42







































1 3 英語の歌を歌ったり、体を動かして遊んだ 46.9 1 36.8
2 1 AET の先生など、外国人の先生と英語で話しをした 44.9 2 33.1
3 20 英語がアルファベット (ABC などの文字 ) で書いてあるビンゴシートやカルタなどで（ゲームをして）遊んだ 42.6 3 29.6
4 10 日本語を使わないで、先生と英語だけでゲームをした 36 4 28
5 11 日本語を使わないで、班など小さいグループの中で英語だけでゲームをした 34.4 5 25.7
6 7 班など小さいグループの中で、かんたんなことを英語で言ったり、聞いたりした 33.9 7 17.8
7 13 AET の先生の声にあわせて英語を言って、アクセントやリズムの練習をした 32.1 8 16.1
8 12 CD の声にあわせて英語を言って、アクセントやリズムの練習をした 31.7 12 14.3
9 16 先生や友達の英語の発音が合ってるかどうかを当てるようなゲームをした 31.7 16 12.9
10 2 担任の日本人の先生と英語で話しをした 30.2 15 13.4
11 4 あいさつや自己紹介を英語でした 29.8 6 18.7
12 8 かんたんなことについて、クラスのみんなに英語で聞いてまわった 28.9 9 15.5
13 6 となりの人とかんたんなことを英語で言ったり、聞いたりした 28.8 10 15.3
14 14 日本人の先生の声にあわせて英語を言って、アクセントやリズムの練習をした 27.5 19 10.8
15 5 先生に、かんたんなことを英語で質問され、それに英語で答えた 27 11 14.8
16 9 買い物や道案内などの会話を英語で練習した 26.3 17 11.5
17 17 先生が言ったように英語を繰り返し、発音のまねした 24 18 11.3
18 15 先生から、日本語とちがう英語の音の出し方をくわしく習った 21.9 22 7.7
19 19 ノートやプリントにアルファベット (ABC などの文字 ) を書いた 21.1 20 10.8
20 22 アルファベット (ABC などの文字 ) が書かれたカードを並びかえて英語のことばを作った 20.7 14 13.8
21 21 習った英語をアルファベット (ABC などの文字 ) で書く練習をした 19.5 21 9.7
22 18 絵本や紙芝居などを英語で聞いた 18.9 13 14













































として…その状況下でコミュニケーションを図る欲求（Desire to Communicate with a Specific Person）
と，その状況下でコミュニケーションを行える自信（State Communicative Self-Confidence）の 2 つの
















333 人中、11.4%に当たる 38 人が、「もっと会話をする」、｢単語じゃなくて、長い文みたいなのを教
えてほしい｣ というような、単語のやりとりで終わらない、いわゆる「会話」と呼べるような英語活















平成 15 年度から調査しており、平成 19 年度は 21,864 校が調査対象となった（文部科学省、2007a、
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